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いじわる鬼、泣き虫鬼を

追い払ったよ！

　2月3日休）、倉俣保育園で園児たちが民生委

員さんを交えて豆まきを行ないました。

　園児たちは、悪い鬼を追い払った後、先生のま

く豆やお菓子を袋いっぱい拾って喜んでいました。

・OT●A■S●A㊤K◎AoN



　
私
た
ち
日
本
人
の
食
事
は
従
来
ご

は
ん
を
中
心
と
し
て
、
た
ん
ぱ
く
質
、

炭
水
化
物
、
．
脂
質
（
P
F
C
）
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
生
活
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
は
米
の
消
費
の
減
少

と
畜
産
物
や
油
脂
類
の
消
費
が
増
加

し
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
朝
食
を
食
べ
な
い
、

一
人
で
食
べ
る
子
供
（
弧
食
〉
の
増

加
な
ど
、
今
健
全
な
食
生
活
が
問
い

直
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現

状
の
中
、
農
業
農
村
側
か
ら
何
か
発

信
で
き
な
い
か
と
、
中
魚
沼
農
業
改

良
会
議
生
活
部
会
で
は
農
村
地
域
生

　
米
…

　
茄
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米
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ち
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．
ー

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
の
も
と
、

米
消
費
量
調
査
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
米
消
費
量
調
査
の
中
間

報
告
と
併
せ
て
食
生
活
の
現
状
か
ら

見
た
、
心
豊
か
な
食
事
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。
平
成
1
1
年
4
月
か

ら
1
0
月
ま
で
の
7
か
月
間
、
十
日
町

市
・
中
魚
沼
郡
内
の
農
村
地
域
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
毎
日
家
庭
で
使

用
し
た
米
（
う
る
ち
米
、
も
ち
米
）

の
量
を
記
録
し
た
の
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。
5
月
を
見
る
と
連
休
に
来

客
が
増
え
、
子
供
が
帰
省
す
る
な
ど

で
、
米
の
消
費
量
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
8
月
も
同
様
で
す
が
、
ソ
ウ

　
　
　
月

　
　
　
0

100

調査の概要

◆調査期間　H11年4月から11月まで

◆集計数　23戸
◆家族構成　13歳以上　91人

　　　　　6～12歳　　3人
　　　　　4～5歳　　0人
　　　　　0～3歳　　5人

調』

メ
ン
な
ど
の
麺
類
を
食
べ
る
回
数
も

増
え
る
た
め
、
5
月
ほ
ど
消
費
量
は

増
え
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
も
ち
米

は
全
体
で
1
月
に
1
0
㎏
前
後
の
消
費

が
あ
り
ま
す
。
5
月
は
「
チ
マ
キ
」

が
多
く
作
ら
れ
、
そ
の
他
の
月
は
祭

礼
や
家
庭
行
事
に
は
「
お
こ
わ
」
が

作
ら
れ
、
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

日
一
人
当
た
り
の
平
均
消
費
量
は
約

2
2
3
9
で
、
全
国
平
均
よ
り
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
お
い
し
い

う
お
ぬ
ま
米
の
生
産
者
だ
け
に
、
日

．
常
の
食
事
、
ま
た
、
お
も
て
な
し
に

占
め
る
米
の
地
位
は
ま
だ
高
い
よ
う

で
す
。
郷
土
料
理
や
行
事
食
な
ど
を

若
い
お
母
さ
ん
に
伝
え
て
行
く
、
そ

ん
な
活
動
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
消
費
の
傾
向
を
見
た
だ
け

で
す
が
、
1
年
の
調
査
が
終
了
し
た

時
点
で
最
終
報
告
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

実
態
調
査
懇
鱒
∂
鞭
み
で

　
～
農
村
地
域
生
活

　
　
　
　
ア
騰
熱
羅
ザ
ー
か
ら
～

◆
家
族
と
家
庭
を
守
る
主
婦
の
知
恵

　
　
　
　
南
雲
昭
子
さ
ん
（
堀
之
内
）

　
米
の
消
費
量
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
3
か
月
の
調
査
期
間

で
し
た
が
、
一
昨
年
は
一
年
間
実
施

し
て
み
ま
し
た
。
お
か
げ
で
我
が
家

の
米
の
消
費
量
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
子
供
や
若

い
人
が
含
ま
れ
る
多
人
数
の
家
庭
ほ

ど
米
の
消
費
量
が
少
な
い
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。

　
お
米
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
で
あ

る
炭
水
化
物
、
体
を
作
る
た
ん
ぱ
く

質
、
ア
ミ
ノ
酸
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

含
ま
れ
た
健
康
食
品
で
、
食
事
の
主

役
で
す
。
家
庭
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
色
々
な
材
料
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
の
幅
を
広

げ
、
高
脂
肪
食
を
避
け
、
生
活
習
慣

病
の
増
加
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

◆
日
本
食
を
見
直
そ
う
〃
師

　
　
　
井
之
川
和
子
さ
ん
（
如
来
寺
）

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
米
の
消
費
量
調

査
で
す
が
、
昨
年
の
調
査
結
果
で
は

　
　
　
　
　

一
人
平
均
価
㎏
（
一
俵
一
斗
一
升
）

　
　
　
　
ク

の
年
間
消
費
量
と
の
事
。
米
中
心
の

我
が
家
で
す
が
、
一
日
に
炊
く
量
は

6
合
、
多
く
て
も
8
合
と
少
な
く
、

パ
ン
食
、
外
食
が
多
い
家
庭
は
ど
の

く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
。

　
幼
児
や
病
人
、
働
き
盛
り
の
人
、

ご
は
ん
は
元
気
の
源
で
す
。
も
り
も

り
食
べ
て
笑
い
の
あ
る
明
る
い
家
庭

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
世
界
各
国
か
ら

日
本
食
が
見
直
さ
れ
て
い
る
昨
今
、

農
家
自
ら
米
離
れ
を
防
ぎ
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
で
健
康
を
維
持

し
て
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

◆
お
米
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
樋
ロ
久
枝
さ
ん
（
白
羽
毛
）

　
我
が
家
は
81
歳
、
7
6
歳
、
50
代
が

2
人
の
ご
は
ん
党
の
4
人
家
族
で
す
。

調
査
を
や
っ
て
み
て
、
思
っ
た
よ
り

消
費
量
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
他

の
同
じ
よ
う
な
家
族
よ
り
2
割
位
は

多
か
っ
た
で
す
。
家
族
人
数
に
よ
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
お
米
は
昔
か
ら
お
酒
、
み
そ
、
お

菓
子
な
ど
に
加
工
し
て
食
べ
て
き
ま

し
た
。
今
も
新
し
い
加
工
方
法
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
と
し
て
は
、

ご
は
ん
と
し
て
食
べ
る
量
が
一
番
多

い
の
で
す
が
、
パ
ン
、
麺
類
、
ス
ナ

ッ
ク
類
等
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
食
品

が
た
く
さ
ん
あ
る
今
、
米
消
費
拡
大

は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す
が
、

お
米
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
魚
沼
米
の
産
地
、
も
っ
と
も
っ

と
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
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　　日本の食生活は、米を中心、
　　　　　　　　　　　　　　　撫
＝多様な組み合わせで食卓に豊かさ

）く爆、栄養的にもバランスがとれて、

涛につなげた主役でしたが、今その
バランスが崩れつつあります。　礁

＼曳㌦＿＿〆〆ノ瓶

＠
毒　　　　　　　　　　畿　　　　　　　食　　　　　②察励

年齢別に見た食品消費量

若い世構腱癒険催舞羅

　子鶴鍵饗の食生活巻危ない

　
米
の
消
費
量
の
減
少
と
畜
産
物
や

油
脂
類
の
消
費
量
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
特
に
若
い
世
代
で
は
米
の
消
費

量
が
少
な
く
、
肉
類
の
消
費
量
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

が
顕
在
化
し
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

慣
病
の
増
加
に
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
朝
食
の
欠
食
率

も
増
加
し
て
お
り
、
子
供
が
一
人
で

朝
食
を
摂
る
と
い
う
弧
食
と
い
う
現

象
も
出
て
き
ま
し
た
。
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朝・昼・晩、食事を取るということは
食事の大切さを家庭でキチンと教え、次のような

ことを実行していきましょう。　　、

難晩縫．1、．、響
◆飽きのしない

　　　　　＿　　　　　　鰯纏
　　　　白いLはん　　　　　　　　　　　　　盈

①食後4時間は、吸収された糖が血糖として体に供

　給されます。

◆家庭の交流は

　　　三食の食事から

　　食事づくりは

　　　　家族みんなで

②食後10時間を過ぎると、筋肉などに蓄えられたた

　んぱく質を取り崩すため、抵抗力や免疫力が低下

　し、脳の活力も落ちます。

　　　　　　　　　　　③一日二食では一度に多
　　　　A’卜喉　　　　　く食べてしまい、余分

　　　4ゆ、》！蒙　　　　な糖は脂肪として蓄え

獣㌔．．誘ひ肥満につながりま

◆季節ごとの食材を生かそう

　　自給率向上はまず地元から

　以上のことから一日三

食は大切なことなのです。

　
噸
．
源
、

．
慧

瀧
の
じ
聴
響
は
ん
鍵
言
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
火
前
）

①
米
2
カ
ッ
プ
を
普
通
に
炊
く
。

②
ゴ
ボ
ウ
ー
本
、
人
参
4
0
9
を
千
切
り
、

　
レ
ン
コ
ン
ー
0
0
9
を
イ
チ
ョ
ウ
切
り

　
に
し
て
茄
で
、
醤
油
少
量
と
レ
モ
ン
汁

　
大
さ
じ
ー
で
下
味
を
つ
け
る
。

③
ア
サ
リ
の
む
き
身
1
0
0
9
に
酒
を
ふ

　
っ
て
茄
で
、
②
に
混
ぜ
る
。

④
レ
モ
ン
汁
大
さ
じ
2
・
5
に
塩
小
さ
じ

　
強
、
砂
糖
大
さ
じ
ー
・
5
を
混
ぜ
、
炊

　
き
あ
が
っ
た
ご
は
ん
に
混
ぜ
る
。

⑤
下
味
を
し
た
具
を
④
に
均
一
に
混
ぜ
、

　
ク
レ
ソ
ン
一
束
、
白
ご
ま
を
散
ら
す
。

①
大
根
2
0
0
9
を
千
切
り
に
し
塩
を
少

　
量
ふ
り
、
し
ん
な
り
し
た
ら
水
気
を
切

　
る
。

②
大
根
の
葉
1
0
0
9
に
塩
を
加
え
て
茄

　
で
、
細
か
く
刻
み
水
気
を
絞
る
。

③
豆
腐
半
丁
を
レ
ン
ジ
に
か
け
（
2
分
く

　
ら
い
）
温
め
る
。

④
炊
き
た
て
の
ご
は
ん
5
0
0
9
に
①
②

　
③
と
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
大
さ
じ
3
、
白

　
ご
ま
を
加
え
混
ぜ
る
。

　
ご
は
ん
が
美
容
に
も
健
康
に
も
良
い
こ

と
が
、
最
近
改
め
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
食
卓
の
豊
か
さ
を
つ
く
り
、
長

寿
に
つ
な
げ
た
主
役
で
も
あ
り
ま
す
。
今

日
は
皆
で
あ
っ
た
か
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し

ょ
う
。

平成12年2月10日広報：なかさ’と3
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鐵灘総

誰
瀦
．
窮

　
1
月
8
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
2
0
0
0
年
新
春
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
1
0
回
目
と
な
る
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
箏
の
演
奏
や
田
沢
小
学
校
P

T
A
の
皆
さ
ん
に
よ
る
合
唱
な
ど
も
行
な
わ
れ
、
い
つ
も
と
趣
向
を
変
え
た
コ

ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
80
人
ほ
ど
の
観
客
で
埋
ま
り
、
中
里
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
ト
協
会
の
皆
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
箏
や
尺
八
、
フ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
演
奏
、
土
笛
の
皆
さ
ん

▲会場全員でr故郷」を大合唱

に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、

コ
ー
ル
な
か
さ
と
・
み
ゆ

き
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に

よ
る
合
唱
な
ど
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
途
中
、
会
場
全

員
で
「
故
郷
」
を
合
唱
す

る
な
ど
、
す
て
き
な
手
づ

く
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

癖

撫鑓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　モ　　　　　　　コヨ

▲田沢小PTA・コールなかさとの皆さんの合唱

㈱

饗塚i．二二韓濯懸私　　　、凝　『騨二　　　　　　　　　　　　　一桑翫鮮一『澱鴇竃鱒棚踊

▲オカリナの音色がすてきでした▲今年は子どもたちも出演

　
昨
年
1
1
月
末
に
応
募
を
締

め
切
っ
た
大
地
の
芸
術
祭
・

公
募
作
品
展
に
、
1
1
7
名

か
ら
1
7
1
点
の
プ
ラ
ン
が

寄
せ
ら
れ
（
場
所
別
で
は
、

十
日
町
市
2
3
点
、
川
西
町
2
8

点
、
津
南
町
33
点
、
中
里
村

40

点
、
松
代
町
2
6
点
、
松
之

山
町
2
1
点
）
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
一
次
審

査
が
1
2
月
1
9
日
に
大
地
の
芸
術
祭
東

京
事
務
所
（
渋
谷
区
代
官
山
）
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
選
ば
れ
た

7
作
品
（
中
里
村
分
）
が
、
12
月
2
8

日
㈹
、
役
場
応
接
室
で
北
川
フ
ラ
ム

氏
か
ら
作
品
設
置
予
定
地
の
東
田
尻

籍
好
の

　
　
　
ス
キ
ー
日
魏

　
1
月
2
3
日
㈲
、
上
越
国
際
清
津
ス

キ
i
場
で
村
民
ス
キ
ー
教
室
が
行
な

わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
暖
冬
で
ゲ
レ
ン
デ
の
雪
も
だ
い
ぶ

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
日
は
二
日
前
か
ら
降
り
始
め
た

雪
で
絶
好
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
各
学
校

の
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
指
導
者
の
方
た
ち
に
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
睡
翻
、
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

の
皆
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
1
月
3
0
日
、
東
京

で
公
開
形
式
に
よ
る
二
次
審
査
に
か

け
ら
れ
、
一
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
今
年
7
月
2
0
日
か
ら
5
3
日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸

術
祭
」
で
田
尻
の
川
原
に
展
開
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
撫

　
　
　
　
穣

　
　
　
　
　
毒

わ
り
な
が
ら
、

コ
　
グ

　謬　醐

▲先生の後について行きましょう

　
　
　
　
　
　
新
雪
の
降
り
積
も
つ

た
ゲ
レ
ン
デ
に
思
い
思
い
の
シ
ュ
プ

ー
ル
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
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辮
望
中
で
皇
挾

薗
人
ρ
琶
六
会

　
1
月
n
日
㈹
、
中
里
中
学
校
で
「
全

校
百
人
一
首
大
会
」
が
行
な
わ
れ
、

白
熱
し
た
札
取
り
合
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
百
人
一
首
大
会
は
平
成
1
0
年

か
ら
始
め
ら
れ
、
今
回
で
3
回
目
と

な
り
ま
す
。
中
里
中
学
校
で
は
、
昨

年
1
2
月
に
林
屋
旅
館
の
林
秀
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
和
歌
の
朗
読
や
百
人

一
首
の
競
技
方
法
な
ど
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。

▲下の句は何だっけ？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
日
は
、
全
校
生
徒
2
0
0
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
り
が
体
育
館
に
集
ま
り
、
4
～
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
班
に
分
か
れ
、
林
さ
ん
の
読
み

灘
の
鳥
ど
っ
カ
ら
追
っ
て
来
た
…

　
　
　
　
　
～
雨
の
中
、
各
地
区
で
小
正
月
行
事
藤

　
1
月
1
4
日
團
、
各
地
区
で
小
正
月
　
　
後
、
ほ
と
ん
ど
雪
も
降
ら
ず
、
多
く

行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
年
明
け
　
　
の
地
区
で
か
ま
く
ら
が
作
れ
な
く
、

▲月あの鳥どっから追ってきた

こ
の
日
も
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ
り

と
小
正
月
と
は
思
え
な
い
天
気
と
な

り
ま
し
た
。

　
宮
中
の
子
供
会
で
は
、
集
落
セ
ン

タ
ー
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、
集
落
を

回
っ
て
集
め
た
正
月
の
し
め
飾
り
な

ど
を
燃
や
し
、
鳥
追
い
を
行
な
い
ま

し
た
。
「
あ
の
鳥
ど
っ
か
ら
追
っ
て
来

た
、
信
濃
の
国
か
ら
追
っ
て
来
た
…
」

と
鳥
追
い
歌
を
歌
い
な
が
ら
火
の
周

り
を
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

上
げ
る
上
の
句
を
聞
き
な
が
ら
、
床

に
並
べ
ら
れ
た
札
を
取
り
合
っ
て
い

ま
し
た
。

難
事
故
・
無
火

災
を
日
指
し
獲

　
1
月
6
日
㈲
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
本
部
分
団
、
各
分
団
の
班

長
以
上
、
上
村
県
議
会
議
員
、
中
里

村
議
会
議
員
、
南
分
署
職
員
な
ど
1

0
0
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
中
里
村
消

防
出
初
め
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
山
本
村
長
が
、
「
こ
の
消
防
出

初
め
式
を
契
機
に
消
防
精
神
の
高
揚

に
一
層
努
め
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、
さ
ら
に
努
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
ま
た
鐙
野▲60番、ビンゴはいたかな？

今
年
一
年
の
健
康
を
祈
り
な
が
ら
ス

ル
メ
を
火
で
あ
ぶ
り
、
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
長
も
「
今
年
一
年
の
無
事
故
、

無
火
災
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
の
一
層

の
ご
協
力
を
願
い
た
い
」
と
訓
示
を

行
な
い
ま
し
た
。
．

　
そ
の
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー
前
駐
車

場
に
会
場
を
移
し
、
南
分
署
職
員
に

よ
る
放
水
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

灘

蕪
籟
難
．
鱗

簸
の
中
の
悪
雛

鑑
を
追
い
払
蓬

　
2
月
3
日
㈲
、
村
内
の
各
保
育
園

で
節
分
の
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

懸羅霧嚢　　　　　　　　　　　　鰭　　　．　鞠欄
灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徽＿＿

灘、、　　　麺幽
　　　▲南分署職員による放水訓練▲鬼の的をめがけて

〈
気
持
ち
も
新
た
に
無
火
災
を
誓
う

熱
、

覇
難
難倉

俣
保
育
園
で
は
、

▲鬼は外！　福は内！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
生
委
員
さ

ん
と
各
ク
ラ
ス
対
抗
の
鬼
の
玉
入
れ

■
競
争
を
楽
し
ん
だ
後
、
豆
ま
き
を
行

な
い
ま
し
た
。
民
生
委
員
さ
ん
の
か

ぶ
っ
た
青
、
オ
レ
ン
ジ
、
銀
色
の
鬼

の
お
面
に
、
自
分
の
心
の
中
に
住
む

悪
い
鬼
、
怒
り
ん
ぼ
、
泣
き
虫
、
い

じ
わ
る
な
ど
と
書
い
た
紙
を
貼
り
付

け
、
み
ん
な
で
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」

と
大
き
な
声
を
あ
げ
な
が
ら
豆
を
投

げ
つ
け
て
鬼
を
追
い
払
っ
て
い
ま
し

た
。

平成12年2月10日広報なかさと5



こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か
こ
爵
獣
幹
さ
ん
（
芋
川
）

ム
フ
の
時
期
、
こ
ん

な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

と
い
う
こ
と
で
、

ム
フ
回
は
「
み
そ
豆
」

の
作
り
方
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
作
り
方

①
白
ご
ま
（
大
さ
じ
3
）
を
包
丁
で
刻
ん
で
お
＜
。

②
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
（
大
さ
じ
3
）
を
水
（
大
さ
じ
2
）
で

溶
い
て
お
く
。

③
大
豆
（
／
／
3
カ
ッ
プ
）
を
弱
火
で
フ
ラ
イ
パ
ン
で
煎

　
っ
て
温
め
て
お
＜
。

④
白
み
そ
（
大
さ
じ
ー
）
、
砂
糖
（
大
さ
じ
2
）
、
み
り
ん

　
（
大
さ
じ
2
）
を
鍋
に
入
れ
、
弱
火
で
よ
く
混
ぜ
て
練

り
ム
ロ
わ
せ
る
。

⑤
水
で
溶
い
て
お
い
た
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
鍋
に
加
え
￥
焦

げ
な
い
よ
う
に
練
り
合
わ
せ
、
刻
ん
で
お
い
た
白
ご
ま

を
ま
ぜ
る
。

⑥
鍋
の
熱
い
う
ち
に
、
煎
っ
て
お
い
た
大
豆
を
入
れ
て
か

ら
め
て
出
来
上
が
り
。

子
ど
も
の
お
や
つ
に
、
大
人
の
お
茶
う
け
に
い
か
が
で

す
か
。

★
「
み
そ
豆
」
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に

　
根
津
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
大
豆
を
温
め
て
お
く
と
、
か
ら
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
加
え
て
練
る
と
き
、
焦
げ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
門
み
そ
豆
」
に
つ
い
て
二
薔

大
豆
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
は
、

血
液
中
の
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

低
下
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
加
え
て
カ
ル
シ

ウ
ム
を
補
給
し
、
簡
単
・
手
軽
で
お

い
し
い
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

◆
「
み
そ
豆
」
の
材
料
《
4
人
分
）

・
大
　
豆
（
煎
っ
た
も
の
）

　
　
　
…
－
…
／
／
3
カ
ッ
プ

・
白
み
そ
…
…
…
…
大
さ
じ
4
杯

・
砂
　
糖
…
…
…
…
大
さ
じ
2
杯

・
み
り
ん
…
…
…
…
大
さ
じ
2
杯

査
ス
斜
ム
ヘ
（
（
沸
誤
麓
繍

・
白
ご
ま
…
…
…
…
大
さ
じ
3
杯

　　　　　　　鐡　　　　　畿　　　　灘
　　　　鰯

　　　繍
灘

▲「みそ豆」で健康づくりしてみませんか

Q＆轟　　纒．．みんな加轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆの　　　　　　　　　　　　　　　、　強筥’・藻　讐　禅

慧灘麓Aい響襲郊嚇齢　尋
入するので一月間　　に市町村役場の国民年金係で国民年

が？　　　　　　　　金の第三号被保険者となる届出を行

。一月や二月別に　　なってください。第三号被保険者は、自分で保険料を

歳以上60歳未満の　　納める必要がないため届出も忘れがちですが、届出を

年金に加入しなけ　　しないと第三号被保険者とは認められず、未加入・未

　　　　　　　　　納期間という扱いになってしまいます。

讐等を受ける権Qめ難鷺欝羅難灘建勢
て、年金が受けら　　少しずつでも納めたいと思いますが、何か良い方法は

局困るのは自分自　　ありませんか？

灘驚Aこ麗蝦慈1講犠繊蚤
ことになります。　　一度に納められない場合は、分割でも納められますの

は、国民年金の第　　で、役場年金担当に相談してください。保険料を納付

分の国民年金の保　　しないままにしておくと、将来の老齢基礎年金だけで

す。　　　　　　　　なく、いざというときの障害基礎年金や遺族基礎年金

となりましたが．　　も受けられない場合があります。

りません。扶養に　　　納め忘れをなくすためには、「口座振替」をご利用く

保険料を納めたと　　ださい。

すが？　　　　　　　◆詳しくは、役場民生課国民年金係へお問合せください。

▲－
■

－
闘國

Q退畿15馨欝翫講膿縮

なサました。8月から厚生年金に加入1

分、国民年金を納めたくないのでずが’

　　　γういう相談は良くあります。一
A大じた事なレ、と．．．．しかし、2。歳↓

人は40年間一日の隙間もなく、公的年≦

ればなりません。

　これは、皆さんに満額の老齢基礎年≦

利を確実にしておいていただくためで・

　加入しなかったために隙間があって、

れなかったり、減額されたりして結局1

身なのです。あなたの場合は、6月末i

すので、7月1日に厚生年金の資格を看

日に再び厚生年金の資格を取得するこ、

そして、7月1日から7月31日までは、

一号被保険者となりますので、7月分（

険料を納めていただくことになります。

o国馨釜灘灘き驚㌶
なっていれば、国民年金に加入して保1

同じ状態となっていると聞いたのです，
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蝦
覇
製
昂
繕
ア
募
集

　
　
　
　
　
　
説
明
会
開
催

　
こ
の
夏
の
大
地
の
芸
術
祭
開
催
に

向
け
て
、
雪
消
え
と
と
も
に
多
く
分

ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
来
訪
し
、
作
品
制

作
を
は
じ
め
様
々
な
準
備
作
業
が
始

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
た

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
対
応
は
、
越
後
妻
有

大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
中
心
に

な
っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
振

興
と
地
域
内
外
の
協
働
を
テ
ー
マ
と

し
た
ー
た
い
へ
ん
大
き
な
取
り
組
み

で
あ
る
た
め
、
色
々
な
場
面
で
事
業

を
支
援
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
実
行
委
員
会
で
は
一
人

で
も
多
く
の
方
か
ら
事
業
を
知
っ
て

も
ら
い
、
参
加
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
し
て
、
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

内
容
・
時
期
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
に
は
興
味

が
あ
る
け
れ
ど
、
何
が
手
伝
え
る
の

か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
々
を
始
め
、

一
般
・
学
生
に
限
ら
ず
説
明
会
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
話
を
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
時
2
月
2
3
日
㈲

翁・

細・・、

縷

　
　
　
　
午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

◆
場
所
　
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
向
い
奥
）

◆
内
容

　
大
地
の
芸
術
祭
の
全
体
概
要
説
明

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
内
容
説
明
と
質
疑

饗
葵
作
覇
展

　
　
　
入
賞
作
品
決
定
／

　
1
月
3
0
日
㈲
、
東
京
代
官
山
で
二

次
審
査
が
行
な
わ
れ
、
1
市
町
村
1

作
品
、
都
合
6
点
の
入
賞
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
二
次
審
査
は
一
般
・
報
道
関
係
に

よ
る
公
開
形
式
を
と
り
、
一
次
審
査

通
過
者
が
作
品
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
な
っ
た
後
、
5
名
の
審
査

員
及
び
各
市
町
村
長
と
の
質
疑
、
討

議
を
経
て
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
．
－
盤
擬
藻
灘
㎜

▲東京代官山で行なわれた公開審査

公募展入賞者一覧
市町村 公募ポイント 入賞作品名・入賞者名

十日町市
神明水辺公園と

　　その周辺

「小さな家一聞き忘れのない

ように一」

伊藤嘉朗（東京都）

川西町
川西ステージ・節

黒城連絡道

「稜線計画RepairEdge
Project」

建築設計グループ

　Deax　Arches（東京都）

津南町
マウンテン

　パーク池周辺

rGrove（森）」

本間純（横浜市）

中里村 田尻の川原

「中里スケアクロウ（案山子）

ガーデン」

クリス・マシューズ（米国）

松代町 松代ステージ

rScaping　Objects」

Clover（法政大学大学院生

グループ8名）

松之山町
松之山温泉入口

　駐車場・法面

「峡谷の燈籠」

㈲一級建築士事務所

CLIP（東京都）

た
。
公
開
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
東

京
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が

「
妻
有
ス
タ
i
誕
生
」
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
で
、
ポ
ス
タ
ー
制
作
・
広
報

活
動
や
運
営
に
あ
た
る
な
ど
活
躍
し

始
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
入
賞
作
品
は
諸
条
件
の
調

整
を
行
な
っ
た
後
、
早
け
れ
ば
3
月

か
ら
現
地
で
作
品
制
作
が
開
始
さ
れ
、

大
地
の
芸
術
祭
期
間
中
に
公
開
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
完
成
し
た
6
作
品

の
中
か
ら
1
点
が
大
賞
と
し
て
選
ば

れ
、
賞
金
3
0
0
万
円
が
贈
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
曇
串
発
髭

　
　
　
　
　
誌
遜
震
覧
会

～
ジ
ュ
コ
認
部
門
2
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
弗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と▲審査員賞（北川フラム）小さな春のお

　（小林和彦さん・仙田小学校）

▲審査員賞（阿部真理子）なかよし雪だるま

　（佐藤実弥子さん・水沢小学校）

▲わんぱく賞　枯木又のヤギ

　（森早里香さん・神奈川県）

▲わんぱく賞　あれっ！

　（南雲加奈子さん・倉俣小学校）

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画

　
振
興
課
　
盈
5
7
－
2
6
3
7
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今
回
登
場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん

は
、
仲
聞
が
た
く
さ
ん
餐
き
た
こ
と
、

研
修
会
等
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
本

当
に
喜
ん
驚
い
て
、
人
に
も
自
分
に

も
素
直
な
気
持
ち
で
接
す
る
心
の
や

さ
し
い
人
。
苺
苗
作
り
と
水
稲
管
理

の
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
．
自
分
な

り
の
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
田
代

の
桑
原
あ
つ
子
さ
ん
で
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
、
桑
原
で
す
。
私
は

平
成
6
年
に
「
中
里
女
性
農
業
者
ナ

チ
ュ
ラ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
い
や
っ
こ
の

会
」
に
入
会
し
、
た
く
さ
ん
の
仲
間

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
7
・
8
年
と
「
農
村
女
性
リ
ー

ダ
i
養
成
講
座
」
を
受
け
、
去
年
、

農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　
兼
業
農
家
に
嫁
い
で
3
0
年
近
く
な

り
、
現
在
、
水
稲
の
管
理
と
標
高
1

0
0
メ
ー
ト
ル
の
小
松
原
で
イ
チ
ゴ

の
苗
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
夏
の
小

松
原
は
最
高
で
す
。
イ
チ
ゴ
は
9
月

に
親
苗
を
植
え
付
け
し
、
ワ
リ
フ
を

掛
け
越
冬
さ
せ
、
春
雪
が
消
え
る
と

ト
ン
ネ
ル
に
し
て
お
き
、
田
植
え
が

終
わ
っ
て
か
ら
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
カ

驚

ン
レ
イ
シ
ャ
を
掛
け
、
そ
の
中
で
一

株
の
親
苗
か
ら
約
4
0
本
の
ラ
ン
ナ
ー

を
取
り
、
先
に
出
た
順
か
ら
植
え
て

い
き
ま
す
。
そ
の
作
業
が
約
一
箇
月
。

そ
の
後
、
親
苗
か
ら
切
り
離
す
ラ
ン

ナ
ー
切
り
、
出
荷
前
の
ラ
ン
ナ
i
取

り
、
そ
の
間
に
も
何
回
か
の
草
取
り

作
業
、
か
が
ん
で
す
る
仕
事
な
の
で

足
腰
が
疲
れ
ま
す
が
、
私
は
好
き
な

仕
事
で
す
。
苗
の
出
荷
が
終
わ
る
と

稲
刈
り
、
忙
し
い
忙
し
い
と
、
あ
っ

と
い
う
間
に
ひ
と
夏
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
稲
刈
り
が
終
わ
り
、
春

の
農
作
業
が
始
ま
る
ま
で
の
冬
の
間

は
、
機
織
の
内
職
で
す
。

　
一
年
間
通
し
て
も
、
私
は
人
と
の

ふ
れ
あ
い
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
の

で
、
「
い
や
っ
こ
の
会
」
に
誘
っ
て
い

た
だ
い
た
時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
何
の
と
り
え
も
無
い
こ

ん
な
私
で
す
か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
は
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
色
々

な
研
修
会
、
集
会
な
ど
に
参
加
し
て
、

仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
と
活

動
の
輪
を
広
げ
、
関
係
者
の
方
、
先

輩
の
方
々
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
去
年
の
1
2
月
1
5
日
に
、
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
「
農
山
漁
村
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
な
っ
て
初
め
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性
参
画
に
つ

い
て
の
討
議
と
講
演
を
4
0
0
人
も

の
女
性
担
い
手
の
中
で
行
な
い
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
討
議
で
は
「
飛
び
出
そ

う
。
私
達
も
政
策
や
方
針
決
定
の
場

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
村
上
市
か
ら
県

環
境
保
全
型
農
業
推
進
協
議
会
議
員
、
・

朝
日
村
か
ら
J
A
理
事
、
津
南
町
か

ら
は
農
業
委
員
の
石
沢
和
さ
ん
等
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

大
規
模
に
農
業
を
や
っ
て
い
る
女
性

の
方
ば
か
り
で
す
。
「
参
画
は
家
族
の

理
解
が
必
要
だ
が
、
追
い
風
が
吹
い

て
い
る
間
に
行
動
を
起
こ
し
、
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
が
必
要
」
と
、
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
去
年
7
月
に
、
新
農
業
基
本
法
が

成
立
し
「
国
は
、
男
女
が
社
会
の
対

等
な
構
成
員
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
活

動
に
参
画
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、

女
性
の
農
業
経
営
に
お
け
る
役
割
を

適
正
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
女
性

が
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
農
業
経

営
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
活
動
に
参

画
す
る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
環

境
整
備
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
」

と
規
定
し
た
そ
う
で
す
。
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
ね
。
農
林
水
産
省
「
農

業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
農
業
就

業
人
口
の
約
6
0
％
近
く
を
女
性
が
占

め
て
い
る
そ
う
で
す
。
農
家
の
女
性

は
農
業
の
大
事
な
存
在
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
ね
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
変
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
農
業

は
食
料
供
給
の
場
。
何
年
か
後
に
は

食
糧
不
足
に
な
る
と
聞
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
農
業
が
女
性
や
若
者

に
魅
力
の
あ
る
職
業
の
場
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〉
冬
の
間
は
家
で
機
織
に

　
　
　
　
　
　
い
そ
し
む
桑
原
さ
ん

【
書
　
　
名
　
・

保
健
室
の
貴
婦
人

最
悪

心
の
欠
片

紫
の
悪
魔

オ
シ
ラ
祭
文

双
頭
の
鷲

バ
ー
ス
デ
イ

透
光
の
樹

著
者
名
な
ど
】

　
　
赤
川
次
郎

昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り

闇
の
楽
園

桜
の
下
殺
人
事
件

日
蝕

人
間
の
剣
　
戦
国
編

白
輪
　
小
説
・
伊
能
忠
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
道
真
一

名
画
の
な
か
の
働
く
人

　
　
　
　
　
コ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ロ
ル

老
人
力
　
　
　
　
　
　
赤
瀬
川
原
平

夜
明
け
を
待
ち
な
が
ら

坂
ロ
安
吾

ツ
チ
ヤ
の
軽
は
ず
み

永
井
荷
風

ふ
り
む
け
ば
飛
鳥

　
奥
田
英
朗

　
柏
枝
真
郷

　
　
響
堂
新

佐
佐
木
邦
子

　
佐
藤
賢
一

　
鈴
木
光
司

高
樹
の
ぶ
子

　
　
辻
真
先

　
戸
梶
圭
太

西
村
京
太
郎

平
野
啓
一
郎

　
森
村
誠
一

五
木
寛
之

坂
口
安
吾

土
屋
賢
二

永
井
荷
風

内
田
康
夫

小
さ
な
小
さ
な
あ
な
た
を
産
ん
で

　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
唐
木
幸
子

あ
な
た
が
い
て
く
れ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
京
子

雪
山
飛
狐
　
　
　
　
　
　
　
　
金
庸

ビ
ー
チ

　
　
　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ガ
ー
ラ
ン
ド

あ
や
と
り
ひ
め
　
　
　
　
　
森
山
京
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4月から“びん99の分別収集が始まります．1、＆瀬
　　4月から“びん”の分別収集が始まりますが、今回は、各集落のステーションについておしらせします。

集落名 ステーションの位置 集落名 ステーションの位置 集落名 ステーションの位置　、

芋　　沢 公民館前、滝の渡し 高道山 公民館前 西田尻 現在の集積庫前

田　　沢 公民館前 朴木沢 現在の集積庫前 芋川新田 現在の集積庫前

東田沢 公民館前 朴木沢新田 神社前 芋　　川 公民館前

如来寺 如来様境内 市之越 現在の集積庫前 倉　　俣 公民館前

豊　　里 服部安四郎宅前 鷹　　羽 現在の集積庫前 原　　町 現在の集積庫横

桂 集落センター前 白・羽毛 現在の集積庫前 新　　里 現在の集積庫横『

上　　山 集落センター横 程　　島 公民館前 重　　地 中村屋前広場

田　　中 公民館前 東田尻 公民館前 清田山 冬期分校前

小　　原 広田信宅裏 角　　間 上の集落、教員住宅横の集積庫 下　　山 現在の集積庫前

干　　溝 公民館前 葎　　沢 山本繁治宅横 田　　代 集落センター横

荒　　屋 集落センター横 土　　倉 山田伊和男宅横 新屋敷 集落センター入口

山　　崎 集落センター前 倉　　下 現在の集積庫前 本屋敷 支所前

桔梗原 現在の集積庫前 小　　出 温泉、防火水槽脇 堀之内 集落センター前

通り山 神社境内 西　　方 現在の集積場所 宮　　中 集落センター前

健
康
寿
命
を

　
　
　
　
　
　
　
　
延
ば
す
た
め
に

　
健
康
寿
命
と
は
、
心
身
と
も
に
自

立
し
た
活
動
的
な
状
態
で
生
き
ら
れ

る
期
間
を
い
い
ま
す
。

社
会
際
接
懸
を
持
つ

瀧
め
の
生
活
習
慣

　
年
を
と
っ
て
か
ら
、
地
域
社
会
に

溶
け
込
も
う
と
思
っ
て
も
な
か
な
か

出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若

い
と
き
か
ら
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種

や
年
齢
の
違
う
人
と
の
交
流
を
深
め

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

自
分
の
健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
人
達

と
の
つ
な
が
り
が
大
事
で
す
。

◆
家
族
と
の
絆
を
大
切
に
し
よ
う
。

◆
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に

　
し
よ
う
。萄

轍謙

パート皿

◆
外
へ
出
か
け
よ
う
。
趣
味
や
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
、
旅
行
な
ど
興
味
の
あ

　
る
事
を
見
つ
け
出
か
け
よ
う
。

◆
か
か
り
つ
け
医
を
も
と
う
。
た
だ

　
し
、
お
医
者
さ
ん
だ
け
に
頼
ら
な

　
い
で
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
管

　
理
し
よ
う
。

会
社
な
ど
を
辞
め
た

人
が
入
る
退
職
者
医

療
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
？

　
会
社
や
役
所
に
勤
め
て
退
職
し
、

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
も
ら
っ
て

い
る
人
で
、
老
人
保
健
制
度
が
適
用

さ
れ
る
ま
で
退
職
者
医
療
制
度
で
医

療
を
受
け
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
人

①
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い
な

　
い
人
（
老
人
保
健
は
7
0
歳
よ
り
適

　
用
）

③
厚
生
年
金
や
各
共
済
組
合
な
ど
の

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
そ
の

　
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
、
ま
た
は

　
4
0
歳
以
降
1
0
年
以
上
で
あ
る
人

④
退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族

◆
対
象
と
な
る
時
期

　
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
に

退
職
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
年
金

を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と
、
年
金

証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ

の
年
金
証
書
と
保
険
証
、
印
鑑
を
持

っ
て
、
1
4
日
以
内
に
役
場
の
窓
口
に

届
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
を
受
け
る
と
き

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
「
国

民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」
を

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
は

●扶養家族

　凄癒

●本人（退職被保険者）

3割

彌
鑛

繋
2割

．
．
辮

』
『
難

※
入
院
時
の
食
事
お
よ
び
外
来
の
薬

剤
負
担
は
国
保
と
同
様
の
定
額
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

平成12年2月10日広報なかさと9



　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代

の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

◆
支
給
対
象

　
児
童
手
当
は
、
3
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に

よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
児
童
手
当
の
額

　
第
1
子
　
　
　
　
5
、

　
第
2
子
　
　
　
　
5
、

　
第
3
子
以
降
　
1
0
、

◆
支
給
月

　
児
童
手
当
は
、

2
月
、
6
月
、
1
0
月
に
、

（
月
額
）

0
0
0
円

0
0
0
円

0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
原
則
と
し
て
毎
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
特
例
給
付

　
所
得
制
限
に
よ
り
、
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
（
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
特

例
給
付
（
児
童
手
当
額
と
同
額
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
所
得
制
限
限
度
額

　
所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り
、

ま
た
、
所
得
制
限
限
度
額
は
年
に
よ

っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平成11年度所得制限限度額

扶養親族等の数 児童手当 特例給付

0　人 1，700千円 3，610千円

1　人 2，080千円 3，990千円

2　人 2，460千円 4，370千円

3　人 2，840千円 4，750千円

4　人 3，220千円 5，130千円

5　人 3，600千円 5，510千円

は
じ
め
に
行
な
う
こ
と
は
？

◆
児
童
手
当
認
定
請
求

　
出
生
、
転
入
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
は
「
児
童
手
当

認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
必
要
な
添
付
書
類
等

・
年
金
加
入
証
明
書

　
　
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）

・
請
求
者
の
銀
行
等
の

　
　
　
　
　
　
口
座
番
号

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

　
　
（
中
里
村
に
そ
の
年
の

　
　
　
1
月
1
日
に
住
所
が

　
　
　
な
か
っ
た
人
）

続
け
て
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
用
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

届
出
の
内
容
が

　
　
変
わ
っ
た
と
き
は
？

◆
他
の
市
町
村
に

　
　
　
　
　
住
所
を
移
す
と
き

　
他
の
市
町
村
に
住
所
が
変
わ
る
場

合
は
、
転
出
後
の
市
町
村
で
手
当
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
た
に

毅ε

受羊碧
け当た日

合　　が
は

9●催手当

◆
児
童
手
当
現
況
届

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
6
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

　
ハ
ロ
ン

泌認
定

請
求
書

「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
転
出
の

際
に
児
童
手
当
用
の
所
得
証
明
書
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
手
当
の
額
が

　
　
　
　
　
増
額
さ
れ
る
と
き

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
が
、
出
生
な
ど
の
事
由
に
よ
り
、

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
が
増
え
た

と
き
は
「
児
童
手
当
額
改
定
請
求
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

◇
特
例
給
付
の
受
給
者
が

　
　
　
　
　
　
退
職
し
た
と
き

　
特
例
給
付
の
受
給
者
が
退
職
し
て
、

被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
）
で
な

く
な
っ
た
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に

よ
り
特
例
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
「
児
童
手
当
受
給
事
由

消
滅
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
同
じ
市
町
村
の
中
で

　
　
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
「
住
所
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
受
給
者
の
万
、
ま
た
は

　
　
児
童
の
氏
名
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
っ
た
と
き

　
　
「
氏
名
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
住
民
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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村
・
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
お
旱
め
に
”
”

　
平
成
1
2
年
度
の
村
・
県
民
税
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受

付
が
2
月
1
6
日
㈱
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
3
月
1
5

日
㈱
で
す
。
毎
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
日
程
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
役
場
税
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
及
び
対
象
集
落

・
2
月
1
6
日
㈱

・
2
月
1
7
日
㈲

・
2
月
1
8
日
樹

・
2
月
2
1
日
㈲

・
2
月
2
2
日
㈹

・
2
月
2
3
日
㈱

・
2
月
2
4
日
㈲

・
2
月
2
5
日
㈹

・
2
月
2
9
日
㈹

・
3
月
1
日
㈱

・
3
月
2
日
因

・
3
月
3
日
團

　
　
　
　
ラ

．
3
月
6
日
帽

・
3
月
7
日
㈹

・
3
月
8
日
㈱

・
3
月
9
日
㈲

・
3
月
1
0
日
樹

・
3
月
1
3
日
㈲

・
3
月
1
4
日
㈹

・
3
月
1
5
日
㈱

◆
相
談
会
場

◆
相
談
時
間

桔
梗
原
・
高
道
山

朴
木
沢
・
朴
木
沢
新
田
・
白
羽
毛

本
屋
敷
・
堀
之
内

市
之
越
・
鷹
羽

新
屋
敷
・
宮
中

芋
川
新
田
・
倉
俣

芋
川
・
原
町
・
新
里

東
田
尻
・
程
島
・
西
田
尻
・
西
方

田
代
・
下
山
・
清
田
山

重
地
・
土
倉
・
倉
下

葎
沢
・
角
間
・
小
出

如
来
寺
・
豊
里

荒
屋
・
通
り
山

芋
沢
・
田
沢
・
東
田
沢

上
山
・
田
中
・
山
崎

桂
・
小
原
・
干
溝

全
集
落

全
集
落

全
集
落

全
集
落

中
里
村
役
場
新
庁
舎
3
階
第
四
会
議
室

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

村
・
県
民
税

　
個
戴
の
住
民
税
（
村
・
県
民
税
）
ぱ
、

住
民
に
と
っ
て
身
近
な
行
政
費
用
を
そ
れ

ぞ
れ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
分
撞
じ
合
う

と
い
う
性
格
の
税
金
楚
ず
。
そ
の
た
め
所

得
税
漢
鱗
も
納
め
る
方
の
範
囲
は
広
く
、

税
率
麟
低
《
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

所

得

税

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得
を
計

算
麟
て
申
告
す
る
制
度
を
と
っ
て
い
ま
ず
、

3
月
播
日
㈱
ま
響
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
方

　
平
成
1
2
年
1
月
1
日
現
在
、
中
里
村
に

住
ん
で
い
て
、
平
成
1
1
年
中
に
所
得
が
あ

っ
た
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。
所
得
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
2
月
中
旬
ま
で

に
申
告
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
告
書
に

捺
印
を
忘
れ
ず
に
！
）

　
な
お
、
、
次
に
該
当
す
る
方
は
捺
印
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
給
与
所
得
の
み
の
方

②
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
だ
け
の
方

③
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
た
方

④
所
得
が
な
い
方

穆嫁羅②㊥⑮鰺曾
あなたは「誰かに扶養されていた」「学生であった」「夫の単身赴任

で、仕送りで生活していた」「無職」「病気」などに該当しますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

いいえあなたは平成11年1月1日から12月

31日までに収入がありましたか？

はい

送付された申告書に住所、氏名、捺印及

び嚢面に内容を書いて、役場に提出して

ください。申告書が送付されていない方

は、税務課に用意してあります。

る
を
告
い

告
申
さ

　
　
　
だ

　
し
く

税
但
て

　
　
　
し

県
ん

　
せ
提

村
ま

　
り
え

は
あ
う

いい

あなたは、会社か

ら受ける給与のほ

かに、配当原稿料、

報酬、不動産など

の収入がありまし

たか？

はい

はい

サラリーマンの方は、現在勤務先の給与か

ら村・県民税（所得税ではありません）が

差引かれていますか？

※サラリーマン以外（パート・アルバイト

含む）の方は、いいえに進んでください。

　　　　いいえ轟

給与以外の所得合計が20万円を超えていますか？

あなたは、平成11年中の合計所得金額

が、基礎控除、扶養控除などの所得控

除の合計額を超えていますか？

いいえ

はいはい

あなたは、税務署に確定申告をする必要があります。

申告期限内に申告を済ませましょう。

いいえ

あなたは、中里村に村・県民税の申告をする必要があります。申告期限内に申告を済ませましょう。申告書の

送付されていない方は、税務課に用意してあります。

平成12年2月10日広報なかさ’と11



勲　　
鋼

鍵 欝

蘂

　今年で12回目を迎える雪原カーニバルが3月11日（土）、

上越国際清津スキー場で開催されます。当日は様々な催

　　　　　　　　　　　　　　友達、こ近所お誘いの

し出すスノーキャンド

日㈲

串一場

　掩0人のジュニアスキーチーム

の皆さんが灯されたキャンドル

の中を滑り降ります。

　古着、手作りの品、もらいも

のなど処分に困っているものを

安く売ります。掘り出しものが

見つかるかも。

　今年も白根市民の皆さんが大凧を

　もって参加します。

　綱を思いっきり弓1っ張って、大凧を

大空高くあげてみませんか。

煮　謬欝驚　　　聯欝謬欝拶拶謬聯餐灘簿
麟鳳藏繭髪一饗蕩ヨッ21
1　麟鯛脚　　譲
曝　　1鍵⑨㈱4、00　　騨
鰯謬灘謝，欝灘灘膨拶膨拶・膨簿灘．灘謬膨鐙ン

　世界に一つしかない自分の凧を作って

みませんか。

　花火の合図とともに、雪原に立てられたロウソクに灯

がともり始め、皆さんを幻想的な世界へと導きまず。あ

なたも一緒に火を灯してみませんか？

　2000年の幕開け、幸運

を手にするのはあなたか

も知れません！

　今年は再生の祭になりま

ず。厄男・厄女の皆さん参

加してみませんか？
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雛
鞭　　卿 徽

．畷灘灘蕪麟難鐵顯羅

聯鍮講

　　　　　　　藝

　　　　　　　　　辮＿雛を『＿獄翻

ジュニアチーム大歓迎1

麟鞭繭礁藤懸薦簿講麟鞠
雛＿＿＿＿鋤鯉製聾鯵聾＿＿＿鍔

　筋肉番付でおなじみのキックターゲッ

トに挑戦しよう！

どなたでも自由に参加できます。ナイス

シュートで豪華景品をゲットしよう1

　おいしいものをたくさん用意してお待

ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　灘ツ

　愛の告白、手品、踊り、バンド演奏な

還皆さんのパフオーマンスをお待ちして

います。

　「商売繁盛」「誕生祝」「厄払い」「結婚

祝」など記念のスターマインを打ち上げ

ます。　　　　　　　　　　　　　’

　中里芸能協会の皆さんによ

る踊り、栄村「栄ふるさと太

鼓」の皆さんによる太鼓ショ

ーが繰り広げられます。

13 広報なかさと 平成12年2月／0日



片岡賢汰くん（1歳）⑱
智行・明美さん夫妻の2男（山崎）

　おばあちゃんと一緒に、こま回し

やおもちゃで遊ぶのが大好きな賢汰

くん。毎日楽しく、おばあちゃん．

おじいちゃんと一緒にお留守番をし

ています。生まれたとき16009しか

なかった賢汰くんですが、今では何

でも好き嫌いなく上手に食べ、スク

スク育って大きくなりました。．

　おばあちゃんはr病気をしないで

健康に、また、人に迷惑をかけない

ような人になってほしいですね」と
ま
す
。

◆
日
時
　
3
月
1
8
日
出

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

盈
0
2
5
1
2
2
9
1
1
1
0
1

※
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

　
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
o
●
○
●
●
◎
●
◎
●
●
●
◎
◎
●
0
9
◎
o
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
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「
な
趣
撒
纏
家
匡

　
　
　
通
所
議
望
饗
蔓
付

　
4
月
1
日
よ
り
、
知
的
障
害
者
通

所
授
産
施
設
「
な
ご
み
の
家
（
十
日

町
保
健
所
前
）
」
の
分
場
が
川
西
町
に

開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
分
場
の
定
員
は
栂
名
で
、
現
在
の

「
な
ご
み
の
家
」
の
定
員
と
合
計
す

る
と
59
名
に
な
り
ま
す
。
通
所
を
希

望
す
る
人
は
、
次
に
よ
り
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
通
所
予
定
日
　
4
月
1
日
出

◆
対
象
者

　
1
5
歳
以
上
の
知
的
障
害
者

◆
費
　
用

　
本
人
の
収
入
、
家
族
の
課
税
状
況

な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切
　
2
月
2
9
日
ω
℃

◆
通
所
万
法

　
本
人
の
交
通
機
関
利
用
に
よ
る
通

所
、
若
し
く
は
家
族
の
送
迎
に
よ
る

通
所
と
な
り
ま
す
。

※
希
望
申
込
み
で
あ
っ
て
、
4
月
1

日
よ
り
通
所
が
決
定
と
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。◆

申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
役
場
　
民
生
課
福
祉
係

第
纏
回

「
司
法
養
幽
愚
継
会

　
福
祉
盤
搬
轡
る

　
シ
ル
バ
隆
謡
糧
0
蕃
」

　
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者
の
方
の
不
動
産

や
相
続
、
遺
言
、
贈
与
な
ど
に
関
わ

る
問
題
お
よ
び
介
護
、
福
祉
に
関
わ

る
問
題
に
つ
き
、
司
法
書
士
と
社
会

福
祉
士
が
電
話
に
よ
る
相
談
を
お
受

け
し
、
問
題
解
決
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
4
月
1
日
よ

り
始
ま
る
新
し
い
成
年
後
見
制
度
に

対
す
る
ご
質
問
に
も
お
答
え
い
た
し

●●o◎●o●o・●◎・●．●Qo・●●・●●・●・●●o・●・●●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・司

ま

雛顯塁村歯科診療所
ご

曇　　　　診療時間変更のお知らせ
，
り

窒　歯科診療所では、お勤めの方や学生さんから
　

茎ご利用いただけるよう、4月1日から火曜日と
こ

窒曜日の診療時間を午後6時まで延長しまず。
　

ε◆診療時間
ま

2　月・水・金曜日　午前9時～午後5購
　

‘　火・木曜日　　　午前9時～午後6蒔
3●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・○・・○・・●・●◎●●●・◎○◎●●“司

　
免
税
証
の
交
付
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

◆
交
付
日
3
月
7
日
㈹

◆
交
付
場
所
十
日
町
総
合
庁
舎
第
一
会
議
室
（
新
館
1
階
）

◆
交
付
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

◆
提
出
書
類
（
次
の
す
べ
て
が
必
要
で
す
）

　
1
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
ま
た
は
免
税
証
共
同
交
付
申
請
明
細
書
、

　
2
、
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
実
際
に
耕
作
す
る
面
積
の
証
明
を

　
　
　
受
け
て
く
だ
さ
い
）

　
3
、
印
鑑
（
共
同
の
場
合
は
、
全
員
の
印
鑑
）

　
4
、
機
械
を
購
入
し
た
場
合
は
、
販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ

　
5
、
免
税
証
交
付
申
請
書
（
交
付
会
場
に
あ
り
ま
す
）

◆
注
意
事
項

　
・
昨
年
同
様
、
今
回
の
申
請
で
春
耕
分
と
秋
の
収
穫
、
秋
耕
分
の
免
税
証
を

　
　
一
括
交
付
し
ま
す
。

　
・
申
請
の
際
に
は
作
業
内
容
を
確
認
し
ま
す
。
（
例
一
春
耕
の
み
、
ま
た
は
春

　
　
耕
、
収
穫
、
秋
耕
等
）

　
・
秋
の
収
穫
の
み
行
な
う
場
合
に
つ
い
て
も
今
回
交
付
し
ま
す
の
で
、
申
請

　
　
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
免
税
証
の
保

　
　
管
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
小
型
特
殊
車
両
に
該

　
　
当
と
な
る
も
の
（
最
高
時
速
3
5
㎞
／
h
未
満
）
に
つ
い
て
は
免
税
の
対
象

　
　
と
な
り
、
免
税
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
・
最
高
時
速
が
3
5
㎞
／
h
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
免
税
の

　
　
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
不
明
な
点
及
び
詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

　
十
日
町
財
務
事
務
所
　
課
税
課
　
　
（
担
当
日
北
島
）

　
盈
5
7
1
5
5
1
2

14
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調
理
獅

　
　
　
再
教
育
講
習
会

◆
日
時

　
2
月
2
2
日
ω
り

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
2
時

◆
会
場

　
十
日
町
市
公
民
館

　
　
（
十
日
町
市
学
校
町
）

　
　
　
　
　
E
5
7
－
5
0
1
1

◆
受
講
料

　
会
　
員
　
2
、
5
0
0
円

　
会
員
外
　
3
、
0
0
0
円

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
保
健
所
　
衛
生
環
境
課

　
E
5
7
－
2
4
0
0

交
通
事
故

　
　
　
　
　
（
無
料
》
相
談

　
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
、

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
．

◆
相
談
日

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
除
く
）

　
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

　
午
後
1
時
～
4
時
4
0
分

◆
弁
護
士
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1
時
～
4
時

※
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
連
絡
先

　
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

　
タ
ー

　
盈
0
2
5
1
2
2
5
1
1
8
5
1

2
0
0
V
体
、
験

　
　
　
ク
ッ
キ
繋
グ
教
室

◆
日
時

　
2
月
2
4
日
困

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

◆
内
容
　
　
「
や
さ
し
い
和
風
料
理
」

　
梅
ご
は
ん
、
牛
乳
入
り
卵
豆
腐
、

鯖
の
ピ
カ
タ
、
か
ぼ
ち
ゃ
茶
巾
な
ど

◆
講
師
　
丸
山
桂
子
　
先
生

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

ク
ツ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

◆
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
盈
5
2
r
3
1
0
7

2月省エネルギー月間

確鰹
燃料貴がlo％も
節約τさる

　のね

冬の温薗ま悟℃以下に
　（財）東北電気保安協会

璽
鞘｛山田護子｝清田山

鹸｛樋・群｝通り山

矯｛吉楽鐸｝山崎

発｛羽鳥塀｝新屋敷

脚
響

コ雄
柵
．
ハ
響
．

久
佐

　
ノ井てご吾ゆ

圭

廣田繁雄（71）小　原

灰渕マサ子（73）荒　屋

山田嘉一（83）七川荘

山田シゲ（91）角　間

村山　一（85）小出
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　中里村社会福祉協議会では、平成12年度の臨時職員を募集します。

◆募集人数一般事務職　1名
◆応募資格

　（1）25歳から50歳位までの方で、村内に住所を有し、自動車運転普通免

　許を有する者
　（2）ワープロ等で文書作成のできる者

　（3）ボランティアに積極的に参加する意欲のある者

　（4）健康で明るく、福祉に関心を持つ者

◆給　　与　日給　6，000円～6，200円程度

◆雇用期間　平成12年4月～平成13年3月末まで

◆申込み方法

　中里村社会福祉協議会指定の申込み用紙（社会福祉協議会事務所に用

　意してあります）に記入の上、提出してください。

◆申込み締切　3月10日團

◆申込み・問合せ先

　中里村社会福祉協議会事務局（中里村ディサービスセンター2階）

　盈63－4522

今月の納税と振替日

■国保税（2月29日）
■国民年金　（2月25日）

□保育料（2月29日）
■上下水道料　（2月25日）

灘顯灘糠…灘
『
縫 醸鱗鍵簿i講翻叢繋謙鎌

　　2件

　　O人

　　3人

198日

●交通事故件数

者
　
者

死
　
傷

●
　
　
●

●死亡事故ゼロ

15　　広報なかさと　　平成12年2月16日
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／2月15目～3月5目＼

カ』レンダー

15㈹
遊びの教室　合総合センター
09二30～10二〇〇受付

i16㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

（⊃13：45～14：00

i17㈱

i18囲
心配ごと相談（樋□虎治郎）合ディサービi

スセンター　013：30～16二〇〇

i19仕）

20（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモi
一ノレ　　⊂）1／二〇〇～11：40

i21（月）

22㈹

23㈱

24㈱
妊婦歯科健診・母親学級　合保健センターi

O13二〇〇～13：30受付

25囲

心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス』

セ！ンター　013：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター

013二30～16二〇〇

1歳半児健診　倉保健センター

013：00～13二30受付

26仕） ミュージック・プラネ　合ユーモール
016二〇〇～

27（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ

ール　011：00～11：40

28（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015二30～16：00

29㈹

1㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14：00

2㈱
乳児健診　合保健センター
013二〇〇～／3二30受付

3囲

心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス．

センター　013二30～16：00

献血　合総合センター
010：00～12二〇〇受付・13二〇〇～15二〇〇受付

4㈲

5（日） ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモi
一辺レ　　（！）11：00～11：40

　　　　　　雛　　　　，、幾懸

1月末現在（）は前月比

男3，286人（十3）

女3，281人（一9）

計6，567人（一6）
　　1，704　（一3）

●人ロ

●世帯数

　健やかに子どもを育てるための食生活のあり方について、専

門家による講演会等を行ないます。この機会に関心のある方は、

どうぞお気軽に参加してください。

◆日時3月6日（月）午後1時15分～4時
　　　　　※午後1時から受付

◆会場クロス10（十日町地域地場産業振興センター）

　　　　　中ホール　　E57－2323
◆内　容・講演「子供の栄養と生活習慣について」

　　　　　　講師こどもの城管理栄養士　太田百合子先生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
師
発
料
せ

ど
演
に
月
午
ロ
ホ
演
講
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
無
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
◆ 合せ先　十日町保健所　地域保健係

　　　　盈57－2400（担当　鈴木・南雲）

　農業改良普及センターでは、農業を始めたぱかりの人、新し

い部門を始めたい人、これから農業をやってみたい人を対象に

「ニュー農業塾」を開塾します。その道の達人から、日本一う

まい魚沼米や野菜・花の栽培技術を学んでみませんか？

◆内　容

　・初級稲作コース

　・野菜コース（長ねぎ、アスパラガス、ニンジン等）

　・花コース（ユリ、一二年草等）

◆対象者

　農業に興味のある方。概ね39才まで。男女不問。

◆申込み・締切　3月31日囲

◆申込み・問合せ先

　中魚沼農業改良普及センター　担い手担当

　〒948－0037十日町市妻有町西2－1

　十日町総合庁舎内　　盈57－5214

2／11 大熊内科医院響箭贈

昌　2／13 山口医院（下条）響篇1響

・2／13 上村病院糖3里2謬
昂
　
　 2／20 たかき医院響箭翻
葭　　2／27

大島医・院響聾蒔割

今
年
は
雪
が
少
な
く
、
田
ん
ぼ
の

畦
に
ふ
き
の
と
う
も
出
て
い
た
な
ん

て
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
い
つ
も
の
冬
の
景
色
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
日
、
村
民
ス
キ
ー
教
室
の
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

ス
キ
ー
を
は
い
て
ゲ
レ
ン
デ
ヘ
。
子

供
の
頃
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
い
た
こ

と
は
、
不
思
議
と
身
体
が
覚
え
て
い

る
も
の
で
す
。
こ
の
前
、
あ
る
番
組

で
子
供
の
頃
で
き
た
こ
と
が
今
も
で

き
る
か
と
、
竹
馬
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
昔
を
思
い

出
し
て
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
子

供
の
頃
で
き
た
こ
と
を
。


